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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年5月9日(2019.5.9)

【公開番号】特開2017-188757(P2017-188757A)
【公開日】平成29年10月12日(2017.10.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-039
【出願番号】特願2016-75487(P2016-75487)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｘ
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５１１Ａ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７２５　
   Ｇ０２Ｂ   27/02     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月19日(2019.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を撮像する撮像部と、使用者に表示すべき表示画像を表示する表示部と、を備え、
前記使用者の頭部に装着されて使用される画像表示装置に接続された情報処理装置であっ
て、
　前記撮像部の撮像光学系に係る情報と前記表示部の表示光学系に係る情報との少なくと
も一方に基づいて、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方による前記撮像
された画像の歪みを補正した場合に、前記撮像された画像に生じる変化の情報に基づいて
、前記撮像された画像の一部を切り出す切り出し手段と、
　前記切り出された画像に対して、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方
による歪みを補正する処理を実行する補正手段と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記撮像光学系に係る情報に基づいて前記撮像光学系による画像の歪
を補正する撮像歪み補正手段と、前記表示光学系に係る情報に基づいて前記表示光学系に
よる画像の歪を補正する表示歪み補正手段と、から成ることを特徴とする請求項１に記載
の情報処理装置。
【請求項３】
　前記撮像光学系に係る情報と前記表示光学系に係る情報とに基づいて、前記撮像光学系
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に係る情報と前記表示光学系に共通した情報を演算した結果として、前記変化の情報を取
得する取得手段を更に有し、
　前記補正手段は、前記取得手段により取得された前記変化の情報に基づいて画像の歪み
を補正することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記変化の情報として取得される、前記撮像光学系に係る情報と前記表示光学系に係る
情報とは、前記撮像光学系と前記表示光学系における解像度、画角、および注目画素位置
における補正量であることを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記撮像された画像の画角は、前記表示部に表示する表示画像の画角よりも大きいこと
を特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記撮像部の撮像光学系に係る情報と前記表示部の表示光学系に係る情報とを保持する
保持手段を更に有することを特徴する請求項１から５のいずれか１項に記載の情報処理装
置。
【請求項７】
　前記補正手段によって補正された画像に、ＣＧデータを重畳した合成画像を生成する合
成手段を更に備え、
　前記表示部には、前記合成手段によって合成された画像が表示されることを特徴する請
求項６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　画像を撮像する撮像部と、
　前記撮像部の撮像光学系に係る情報と表示部の表示光学系に係る情報との少なくとも一
方に基づいて、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方による前記撮像され
た画像の歪みを補正した場合に、前記撮像された画像に生じる変化の情報に基づいて、前
記撮像された画像の一部を切り出す切り出し手段と、
　前記切り出された画像に対して、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方
による歪みを補正する処理を実行する補正手段と、
　前記補正された画像に基づいて、使用者に表示すべき表示画像を表示する表示部と、を
有し、前記使用者の頭部に装着されて使用されることを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】
　画像を撮像する撮像部と、
　前記撮像部の撮像光学系に係る情報と表示部の表示光学系に係る情報との少なくとも一
方に基づいて、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方による前記撮像され
た画像の歪みを補正した場合に、前記撮像された画像に生じる変化の情報に基づいて、前
記撮像された画像の一部を切り出す切り出し手段と、
　前記切り出された画像に対して、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方
による歪みを補正する処理を実行する補正手段と、
　前記補正された画像に基づいて、使用者に表示すべき表示画像を、前記使用者の頭部に
装着されて使用される画像表示装置に表示する表示部と、を有することを特徴とする画像
表示システム。
【請求項１０】
　画像を撮像する撮像部と、使用者に表示すべき表示画像を表示する表示部と、を備え、
前記使用者の頭部に装着されて使用される画像表示装置に接続された情報処理装置におけ
る情報処理方法であって、
　前記撮像部の撮像光学系に係る情報と前記表示部の表示光学系に係る情報との少なくと
も一方に基づいて、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方による前記撮像
された画像の歪みを補正した場合に、前記撮像された画像に生じる変化の情報に基づいて
、前記撮像された画像の一部を切り出すステップと、
　前記切り出された画像に対して、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なくとも一方
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による歪みを補正する処理を実行する補正ステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、画像を撮像する撮像部と、使用者に表示すべき
表示画像を表示する表示部と、を備え、前記使用者の頭部に装着されて使用される画像表
示装置に接続された情報処理装置であって、前記撮像部の撮像光学系に係る情報と前記表
示部の表示光学系に係る情報との少なくとも一方に基づいて、前記撮像光学系と前記表示
光学系との少なくとも一方による前記撮像された画像の歪みを補正した場合に、前記撮像
された画像に生じる変化の情報に基づいて、前記撮像された画像の一部を切り出す切り出
し手段と、前記切り出された画像に対して、前記撮像光学系と前記表示光学系との少なく
とも一方による歪みを補正する処理を実行する補正手段と、を有することを特徴とする。
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